
茨
城
県
第
２
回 

ス
ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会 

一
輪
車
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部 

五
霞
西
小
学
校
２
年
連
続
優
勝
！

　

２
月　

日
、
水
戸
市
東
町
総
合
運
動
公

２２

園
体
育
館
に
お
い
て
、「
茨
城
県
第
２
回
ス

ポ
ー
ツ
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
大
会
」
が
開

催
さ
れ
、
一
輪
車
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
部
で
五

霞
西
小
学
校
の
児
童
が
見
事
優
勝
し
ま
し

た
。
昨
年
に
引
き
続
き
、
２
大
会
連
続
の

優
勝
で
す
。

　

６
年
生
の
選
抜
チ
ー
ム　

人
で
臨
ん
だ

１５

今
大
会
も
、
連
覇
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
も

の
と
も
せ
ず
、
２
位
以
下
に
大
差
を
つ
け

て
の
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

　

タ
イ
ム
が
発
表
さ
れ
、
優
勝
を
確
信
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
大
き
な
歓
声
を
上
げ

て
喜
び
ま
し
た
。

※
３
月
５
日
付
け
の
茨
城
新
聞
に
も
大
き

く
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

〜
優
勝
ま
で
の
軌
跡
〜

　

９
月
下
旬
、
２
年
連
続
優
勝
を
目
指
し

て
一
輪
車
ス
ラ
ロ
ー
ム
の
練
習
が
始
ま
っ

た
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
は
身
長
も
体

重
も
増
え
、
な
か
な
か
昨
年
の
勘
が
戻
ら

な
い
。
練
習
し
て
も
タ
イ
ム
が
伸
び
ず
、

苦
し
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
こ

ど
も
た
ち
は
、
自
分
を
信
じ
、
仲
間
を
信

じ
、
指
導
者
を
信
じ
、
無
我
夢
中
で
練
習

に
励
ん
だ
。

　

大
会
当
日
。
昨
年
の
経
験
が
生
き
た
。

県
大
会
の
雰
囲
気
に
飲
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

平
常
心
で
競
技
に
臨
め
た
。

「
記
録　

１
３
４
秒
」

　

全
員
が
会
心
の
走
り
だ
っ
た
。
連
続
優

勝
も
う
れ
し
か
っ
た
が
、
あ
の
よ
う
な
大

舞
台
で
持
て
る
力
を
発
揮
で
き
た
こ
と
が
、

何
よ
り
も
う
れ
し
か
っ
た
。

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
遺
跡
説
明

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

県
教
育
財
団
に
よ
る
土
塔
貝
塚（
江
川
）

と
同
所
新
田
遺
跡
（
小
福
田
）
の
現
場
説

明
会
が
２
月　

日
に
行
わ
れ
、
町
内
外
か

２４

ら
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
し
、
出
土
品
や

住
居
跡
等
に
つ
い
て
熱
心
に
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

土
塔
貝
塚
は
、
縄
文
時
代
前
期
か
ら
後

期
ま
で
の
集
落
跡
と
平
安
時
代
の
集
落
跡

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
竪
穴
住

居
跡　

軒
、
溝
跡
２
条
、
土
抗
５
６
５
基
、

４９

ピ
ッ
ト
群　

か
所
が
確
認
さ
れ
、
縄
文
土

１５

器
、
石
器
（
打
製
石
斧
・
尖
頭
器
な
ど
）、

石
製
品
（
耳
飾
り
・
垂
飾
り
）、
土
製
品

（
ハ
ー
ト
形
土
偶
、
土
器
片
円
盤
）
な
ど
が

出
土
し
て
い
ま
す
。

　

確
認
さ
れ
た
竪
穴
住
居
跡
は
縄
文
前
期

の
住
居
が
２
軒
、
中
期
か
ら
後
期
の
住
居

が　

軒
、
平
安
時
代
の
住
居
が
１
軒
で
す
。

４６
縄
文
時
代
の
前
期
の
住
居
跡
は
、
方
形
を

し
て
い
て
、
そ
の
内
の
１
軒
は
住
居
を
使

用
し
な
く
な
っ
た
後
に
捨
て
た
貝
殻
が
残

っ
て
い
ま
し
た
。
貝
の
種
類
は
、
サ
ル
ボ

ウ
や
カ
キ
な
ど
の
海
の
貝
で
し
た
。
遺
跡

の
周
辺
に
海
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

　

ま
た
、
同
所
新
田
遺
跡
は
方
形
周
溝
墓

１
基
、
竪
穴
住
居
跡
１
軒
、
製
鉄
関
連
遺

構
群
１
か
所
、
掘
立
柱
建
物
跡
６
棟
、
井

戸
跡
９
基
、
溝
跡　

条
、
土
抗
３
７
４
基
、

５４

ピ
ッ
ト
群
６
か
所
が
確
認
さ
れ
、
縄
文
土

器
、
土
師
器
、
陶
器
、
磁
器
、
土
師
質
土

器
、
金
属
製
品
（
釘
、
刀
子
）、
石
製
品

（
砥
石
）な
ど
が
出
土
し
て
い
ま
す
。
古
墳

時
代
前
期
に
有
力
者
の
埋
葬
の
場
、
平
安

時
代
に
は
集
落
、
近
世
に
は
鉄
の
生
産
地

と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

　

特
に
製
鉄
遺
構
は
、　

世
紀
後
半
か
ら

１８

　

世
紀
前
半
の
江
戸
時
代
後
期
に
使
わ
れ

１９た
も
の
で
、
炉
を
伴
っ
た
掘
立
柱
建
物
跡

な
ど
か
ら
、
精
錬
と
鉄
製
品
へ
の
加
工
作

業
が
行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

近
世
の
製
鉄
遺
構
の
調
査
例
は
本
県
で

は
初
め
て
で
、
関
宿
藩
の
藩
領
と
な
っ
た

五
霞
町
の
記
録
や
地
域
の
伝
承
が
少
な
い

こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
の
生
活
の
様
子
を

解
き
明
か
す
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
り

ま
し
た
。
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